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項 目 要   約 

１．研究開発の概要 

 

高レベル廃液（HLW） からのマイナーアクチニド（MA） 回収において技術的

に困難であった MA・希土類分離に対して、温度や pH による高分子ゲル上の

MA 配位構造制御とゲルの多孔質材料への均質塗布といった革新的高分子

技術の導入により、高度MA 分離が可能でかつ無劣化・無廃棄物型の抽出ク

ロマト分離プロセスを構築し、低環境負荷で高効率の MA 回収を可能にする。 

２．総合評価 ・多孔質ガラス母材上に多座包接型配位子ゲルを薄膜塗布して構成されたク

ロマト吸着剤を用いて照射済燃料の MA 回収試験などを行い、高レベル廃液

から発生する廃棄物量を低減化できるプロセスを構築できる見通しを得るな

ど、優れた成果が挙げられている。 

・X 線吸収微細構造解析技術（XAFS）を用いて、金属錯体からのイットリ

ウムや MA 代替元素（Au）の溶離挙動を測定し、錯体からの分離機能の発現

機構を明らかにする等、サイエンスの面からも先進的な成果が挙げられてい

る。 

 

Ｓ）極めて優れた成果を挙げ、今後の展開が大いに期待できる。 

Ａ）優れた成果を挙げ、今後の展開が期待できる。 

Ｂ）成果の一部は得られてないが、他は相応の成果を挙げている。 

Ｃ）成果の多くが得られておらず、一部についてのみ相応の成果を挙げている。 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない。 
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